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幼小中一貫教育の推進のために

島根大学教育学部附属学校部長

多々納道子

私ども島根大学教育学部附属学校園において幼稚園，小学校と中学校の一貫教育に

ついて検討を始めたのは，平成15年度からです。平成16年度の法人化への移行ととも

に，本格的な検討に入り，幼小中の一体的な学校経営・教育経営を基盤とする一貫教

育体制をとったのが，平成20年度からになります。この間，教育改革に向けて教員研

修会を開催することから始め，一貫教育校としての経営形態やカリキュラムの検討，

幼小中一貫教育推進計画の策定，育てたい子どもの姿の検討と策定等を行う中で，幼

稚園の4歳児から中学校 3年生までの11年間の学びと育ちについて，共通理解をもち，

一貫した教育活動を行うに至っています。

本学校園では育てたい子どもの姿を，次のようにとらえています。

1.新しい時代を切り拓き，社会に貢献しようとする子ども

2.豊かな感性を育み，創造的に探求し続ける子ども

3.人とのかかわりを大切にし，共に伸びていく子ども

本学校園の一貫教育は，教育学部の支援を受けつつ，教職員の共同体制によって段

階的に取り組んできました。これまでの一貫教育の取り組みの概要と成果は，まず平

成18年度と19年度に「幼小中一貫教育を語る会」において公表しました。平成20年度

からは「幼小中一貫教育研究発表協議会」として開催し，今年度は，第 2回にあたり

ます。したがって，一貫教育活動の取り組みを公開するのは，通算4回目になります。

ここに至ることができたのは，教職員たちが附属学校園の底力を発揮して取り組んで

くれた賜物と考えています。

今年度の研究発表協議会は，昨年度からの研究主題である「豊かな社会生活を創造

する幼小中一貫教育の追究豊かな学び、をつくる子どもの育成」を受け継ぎ，副題と

して「子どもの学び、をつな ぐ」を掲げ，成果の一部を発表いたします。

折しも，小中一貫教育全国サミットは，平成21年度で 4回目の開催になり，その全

国連絡協議会に参加する自治体や学校は年々増加しています。このことから，学校に

おける一貫教育活動は教育改革の旗手であり，推進役でもあることが理解できます。

私どもは，本学校園の一貫教育の取り組みをさらに深化・進化，発展させることが子

どもたちの確かな学力と豊かな心をより一層育むことになり，さらに地域の教育に貢

献できるものととらえています。

皆様方の温かいご支援とご協力をお願し、します。
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本学校園の取り組み

～基本的な考え～



教科部会の取り組み



研究領域の取り組み



おわりに

島根大学教育学部附属学校園では，国立大学法人化準備期間の平成15年度から，教

育学部の「中期目標・計画」のもと，よりよい附属学校園のあり方を検討・構想し，

平成20年4月から新しい学校組織・運営体制のもとでの一貫教育をスタートしました。

「新しい時代を切り拓き，社会に貢献しようとする子ども」 「豊かな感性を育み，創造

的に探究し続ける子ども」「人とのかかわりを大切にし，共に伸びてい く子ども」を

幼稚園・小学校・中学校の11年間で「育てたい子どもの姿」として設定し，子どもた

ちの成長にふさわしい教育のあり方を追求しています。

また，平成19年度から「豊かな『社会生活Jを創造する幼小中一貫教育の追究」を

研究主題をかかげ，「思いやりをもち，集団の一員であることを自覚しながら知識・

技能，学び方を習得し，学び続けていく子どもの姿」「思考力・判断力・表現力を活

用しつつ，課題解決の過程から，ものの見方や考え方，自分自身への気づきをさらに

獲得しようと学び続けていく子どもの姿」の実現をめざし，教科等の研究 ・実践を行っ

ています。

本年度は，サブテーマを「豊かな『学び』をつくる子どもの育成～子どもの学びを

つなぐ～」とし，保育・教科学習を中心とした取り組みでは，子どもたちの学びをと

らえながら思考力 ・判断力・ 表現力を育てることに主眼をおいています。また，研究

領域を中心とした取り組みでは，思いやりをもち，集団の一員であることを自覚した

姿の育成をめざして， 「保育・生活・総合」「道徳」「特別活動」の実践を教育研究ブ

ロックごとに見つめ直すことによって，子ども一人ひとりの11年間の成長を考察した

いと考えています。

一貫教育が緒に就いてから 6年余になるところですが，研究・実践を進めてい く中

で，課題や成果も少しずつ見えてきつつあるように感じている とこ ろです。そう した

研究・実践の成果が一人ひとりの子どもたちの健やかな成長につながることを願い，

さらなる研究の充実をめざしてまいりたいと存じます。今後とも，本学校園の研究・

実践に対しまして，諸先生方の温かい御理解と御支援 ・御批正をいただきますようよ

ろしくお願い申しあげます。

平成21年11月

学校園長 宮本弘和
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【外国語活動・英語】
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